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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

注記 工業標準化法に基づき行われた日本工業標準調査会の審議等の手続は，不正競争防止法等の一

部を改正する法律附則第 9 条により，日本産業標準調査会の審議等の手続を経たものとみなさ

れる。 
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日本産業規格          JIS 
 A 5571：2019 
 

耐震補強用引張材－炭素繊維複合材料より線 

Tension member for seismic reinforcement- 

Carbon fibre composite strand wires 

 

1 適用範囲 

この規格は，主に木造建築物の耐震補強に用いる炭素繊維と熱可塑性樹脂又は熱硬化性樹脂とによる炭

素繊維複合材料より線（以下，より線という。）について規定する。 

注記 より線を建築物に取り付ける場合の例を，附属書 B に示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7507 ノギス 

JIS B 7721 引張試験機・圧縮試験機－力計測系の校正方法及び検証方法 

JIS K 7010 繊維強化プラスチック用語 

JIS R 7608 炭素繊維－樹脂含浸ヤーン試料を用いた引張特性試験方法 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS K 7010 によるほか，次による。 

3.1 

素線 

より線の応力を主に負担する炭素繊維及び樹脂その他からなる複合材料であって，より線を構成する単

線（図 1 参照）。 

3.2 

炭素繊維複合材料より線，より線 

複数の素線を束ね，より合わせた線。この規格では，より合わせる素線は同一の構造である。 

3.3 

よりピッチ 

より線の外層の素線が作るら旋のピッチであって，1 より分の長さ（図 4 参照）。 

3.4 

熱可塑性 

加熱すると塑性変形を起こし，冷却すると可逆的に硬化する性質。 


